
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障がい者支援から始まった福祉プラザ事業の終了

に伴い、浦添市福祉プラザは令和６年３月 30 日（土）をもって閉館となりま

す。開館から約 30 年。長い間ご利用いただきありがとうございました。 

音訳ボランティアグループつわぶきは、創立 32 年、メンバー23 名で「つ

わぶき通信」の音訳を中心に活動中です。 

 「つわぶき通信」は新聞記事からラジオやテレビでは流れにくいニュース

やコラムを音訳し、利用登録者へ届けています。 

 令和４年度に「視覚障害者等のために情報を提供する事業を行う法人」と

して登録したことにより、全国紙の記事の音訳もできるようなりました。 

 創立 20 周年で新星出版の琉球王統史１「舜天／英祖」の中から「英祖」

を音訳したことに続き、創立 30周年では「舜天」を会員一丸となって CD に

音訳し、利用登録者や盲学校へ提供しました。 

 今後も利用登録者や市内外の音訳ボランティアグループの方々と交流し

ながら、活動の幅を広げていけたらと考えています。 

(お問い合わせ：浦添市ボランティア連絡協議会まで) 

浦添市で活動する市民・団体を紹介します 

閉館のお知らせ 

【発行者】浦添市ボランティア連絡協議会（福祉プラザ事業 受託事業者） 

 Tel：098-874-4932（令和 6 年３月まで。令和 6 年 4 月以降は 070-6594-9278 までご連

絡ください。） 

 Mail：urasoe.boraren@gmail.com 

HP: www.boraren.com 

 

 

音訳ボランティアグループつわぶき 

 


